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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 2,670 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 埼玉県 美里町 田園共生都市形成地区

計画期間 交付期間 27

都市基盤の充実による企業誘致の強化と身近な生活インフラの質的向上による持続可能なまちづくり
　　－　広域幹線道路等とのネットワークを強化し、企業立地を支える社会資本整備を推進する。
　　－　生活道路など生活に身近な都市基盤の質的向上を図り、誰もが安全・安心・快適に生活できる環境づくりを行う。
　　－　定住人口を増やし、持続可能な都市づくりを行う。

　美里町は埼玉県北西部に位置し、町域は南部の山間地帯と中央以北の平坦地より構成されている。町全域が都市計画区域内の非線引き地域であり、第４次美里町総合振興計画において、「美しい自然と田園風景、活力ある交流の里」を将来像に揚
げ、住みよい魅力あるまちづくりに取り組んでいる。
　町の中心部はJR八高線「松久駅」周辺で、役場等の公共公益施設が集積している。また、日常の生活圏では隣接する本庄市とのかかわりが深く、ＪＲ高崎線本庄駅から約８ｋｍ、上越新幹線本庄早稲田駅から約６ｋｍの距離である。一方、関越自動車
道が町内を縦断しており、本町に隣接して本庄児玉ＩＣ及び花園ＩＣがある。これらインターチェンジのほぼ中間に位置する寄居パーキングエリアにおいて、深谷市、寄居町とともにスマートインターチェンジの設置を推進している。

　「企業立地を支える社会基盤整備」
　　・本町周辺地域では、隣接する寄居町内のホンダ新工場立地に伴い、関連企業等を含めた企業進出の機運が高まっている。
　　　このチャンスを最大限に活用し、地域の活性化と雇用強化のためには、企業誘致を支える基盤整備を推進する必要がある。

　「生活に身近な社会資本の質的向上」
　　・本町の生活道路の改良率（幅員４ｍ以上）は約25％であり、また、舗装率は約41％と、近隣市町に比べ身近なインフラ整備が遅れている。町民の生活道路に対する満足度は著しく低く、子どもや高齢者だけでなく、
　　　誰もが安心・安全に利用できる道路整備を進める必要がある。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

集落内道路の舗装率 ％ 既存集落内道路の舗装率 身近な生活インフラの質的向上 H21 H27

交通事故発生率 件 人口1000人あたりの人身交通事故発生件数 誰もが安全・安心に利用できる道路の整備 H21 H27

件 H22 H27

　　　誰もが安心・安全に利用できる道路整備を進める必要がある。
　　・また、本町における交通事故発生率は非常に高く、特に交差点において交通事故が多発している。このため、交通事故多発箇所や潜在的な危険個所における交通安全対策を戦略的に実施する必要がある。

　「定住人口の増加」
　　・本町の高齢化率は近隣の市町と比べて高く（H17国勢調査　22.2％）、また、人口バランスにおける団塊ジュニア世代（35歳～40歳）前後の層が総人口に比べ著しく少ない。
　　　団塊ジュニア世代が住宅取得のピークを迎える今、定住人口を増やす施策の展開が求められる。

「企業」と「人」に選ばれる活力あるまちづくり
　－　物流や人の移動の大動脈である関越自動車道のポテンシャルを最大限に活用した地域づくり
　－　企業立地を支える基盤整備と、人にやさしい環境づくりによる持続可能なまちづくり

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

60.0

6.54 6.00

55.0

70件子育て世代の住宅新築件数 子育て世代（25～50歳）の住宅新築件数 定住人口の増加 0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・「定住人口の増加」
　・通学路における歩道整備率の向上
　・定住人口を増やすため、主に子育て世代をターゲットにした転入促進施策を展開

基幹事業　　歩道整備　（道路）
関連事業　　定住促進施策の実施（ファーストマイホーム応援制度）

方針に合致する主要な事業
・「企業立地を支える社会資本整備」
　・広域幹線道路等とのネットワークの強化
　・立地企業へのアクセス道路整備及び補修

関連事業　　（仮称）寄居PAスマートIC設置事業（深谷市、寄居町、美里町）
基幹事業　　企業アクセス道路の整備及び計画修繕（道路）

・「生活に身近な社会資本の質的向上」
　・集落内の舗装率向上のための計画的な簡易舗装事業
　・住宅開発を支える側溝整備
　・戦略的な交通安全対策

基幹事業　　生活道路の改良　（道路）
基幹事業　　計画的な道路舗装の実施　（道路）
提案事業　　交通事故危険個所における安全対策の実施



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

町道299号線 北十条地内外 美里町 直 220 m H19 H23 H23 H23 32 2 2 2

町道1164号線 猪俣地内 美里町 直 240 m H19 H23 H23 H23 30 2 2 2

町道102号線 小茂田地内 美里町 直 90 m H21 H25 H23 H25 9 8 8 8

町道2級13号線 猪俣地内 美里町 直 400 m H22 H23 H23 H23 32 29 29 29

町道1524号線 広木地内 美里町 直 330 m H21 H25 H23 H25 11 10 10 10

町道1526号線 広木地内 美里町 直 140 m H21 H25 H23 H25 8 3 3 3

町道2級5号線 小栗地内 美里町 直 300 m H23 H23 H23 H23 8 8 8 8

町道443号線 沼上地内 美里町 直 180 m H22 H26 H23 H26 20 17 17 17

町道1368号線 駒衣地内 美里町 直 140 m H22 H26 H23 H26 22 15 15 15

町道2096号線 野中地内 美里町 直 160 m H22 H26 H23 H26 25 19 19 19

町道1級9号線 古郡地内 美里町 直 600 m H23 H23 H23 H23 11 11 11 11

町道１級１号線 関地内外 美里町 直 2,600 m H23 H27 H23 H27 66 66 66 66

町道1級2号線 十条地内外 美里町 直 1,700 m H24 H27 H24 H27 45 48 48 48

町道173号線 小茂田地内 美里町 直 230 m H23 H27 H23 H27 36 28 28 28

町道466号線 沼上地内 美里町 直 330 m H21 H25 H23 H25 47 37 37 37

町道479号線 沼上地内 美里町 直 140 m H21 H25 H23 H25 17 16 16 16

町道152号線 小茂田地内 美里町 直 170 m H24 H27 H24 H27 26 21 21 21

町道2級10号線 阿那志地内 美里町 直 2,500 m H23 H26 H23 H26 34 34 34 34

町道2級20号線 沼上地内 美里町 直 800 m H27 H27 H27 H27 8 8 8 8

町道260号線 北十条地内 美里町 直 350 m H23 H23 H23 H23 7 7 7 7

町道1級8号線 木部地内 美里町 直 300 m H22 H24 H23 H24 48 31 31 31

町道1431号線 広木地内 美里町 直 160 m H23 H27 H23 H27 26 21 21 21

町道105号線 小茂田地内 美里町 直 170ｍ H24 H27 H24 H27 25 14 14 14

生活道路改善事業 町道1920号線外 美里町 直 4,734 m H23 H27 H23 H27 55 55 55 55

町道2級2号線 猪俣地内 美里町 直 210ｍ H24 H25 H25 H25 5 5 5 5

町道1719号線 広木地内外 美里町 直 320ｍ H24 H27 H24 H27 28 26 26 26

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 654 交付限度額 261.6 国費率 0.4

町道1719号線 広木地内外 美里町 直 320ｍ H24 H27 H24 H27 28 26 26 26

町道1897号線 白石地内 美里町 直 100ｍ H24 H27 H24 H27 9 8 8 8

町道1804号線 白石地内 美里町 直 130ｍ H24 H27 H24 H27 10 9 9 9

町道2級1号線 猪俣地内 美里町 直 440ｍ H24 H24 H24 H24 10 10 10 10

町道2434号線 猪俣地内 美里町 直 40ｍ H24 H24 H24 H24 1 1 1 1

町道1380号線 駒衣地内 美里町 直 240ｍ H24 H24 H24 H24 4 4 4 4

町道1級3号線 駒衣地内 美里町 直 1400ｍ H24 H27 H24 H27 25 25 25 25

町道2203号線 猪俣地内 美里町 直 300ｍ H24 H24 H24 H24 8 8 8 8

町道293号線 北十条地内 美里町 直 320ｍ H26 H26 H26 H26 6 6 6 6

町道2148号線 猪俣地内 美里町 直 600ｍ H24 H24 H24 H24 13 13 13 13

町道1944号線 白石地内 美里町 直 ８０ｍ H24 H24 H24 H24 2 2 2 2

町道1955号線 白石地内 美里町 直 １２０ｍ H24 H24 H24 H24 2 2 2 2

公園
古都及び緑地保全事業
河川
下水道 －
駐車場有効利用システム －
地域生活基盤施設 －
高質空間形成施設 －
高次都市施設 －
既存建造物活用事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備

住宅市街地
総合整備
事業

－
－

－
－
－

都市再生住宅等整備
防災街区整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

交付対象事業費 654 交付限度額 261.6 国費率 0.4

合計 771 629 629 629 …A0



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

交付対象事業費 654 交付限度額 261.6 国費率 0.4

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
美里町 直 30箇所 H23 H27 H23 H27 25 25 25 25

－

－

－

－

合計 25 25 25 25 …B
合計(A+B) 654

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
美里町 国土交通省 ○ H24 H27 700

美里町 ○ H22 H27 15

合計 715

（仮称）寄居PAスマートIC設置事業 美里町大字甘粕地内外

ファーストマイホーム応援制度 美里町全域

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

戦略的交通事故対策事業 区域内全域

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

   田園共生都市形成地区　　（埼玉県美里町） 面積 2,670 ha 区域 美里町大字木部、大字小茂田外

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

ＪＲ高崎線本庄駅

ＪＲ高崎線深谷駅

ＪＲ八高線児玉駅

本庄児玉ＩＣ

寄居ＰＡ

ＪＲ上越新幹線本庄早稲田駅

美里町

田園共生都市形成地区

ＮＮＮＮ

0 3km ＪＲ八高線寄居駅

関越自動車道

花園ＩＣ



既存集落内道路の舗装率 （　％　） 55 （ 21年度 ） → 60 （ 27年度 ）

交通事故発生率 （件／千人） 6.54 （ 21年度 ） → 6.0 （ 27年度 ）

子育て世代の住宅新築件数 （　件　） → 70 （　５年間）

田園共生都市形成地区（埼玉県美里町）　整備方針概要図

目標
都市基盤の充実による企業誘致の強化と身近な生活インフラの質的向上

による持続可能なまちづくり
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計画の名称 ： 田園共生都市形成地区都市再生整備計画      　　事業主体名 ： 埼玉県美里町　 

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の熱意
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